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・ ２月のユーロ圏の失業率は10.8％と前月から0.1％ポイント上昇、ユーロ圏発足以来の最高水準を更新。

現構成国での比較では1997年４月に記録した過去最高の10.9％に迫っている。国別には、スペイン、

イタリア、キプロス、ルクセンブルク、オーストリア、ポルトガルの６ヶ国が前月から上昇した一方、

オランダとフィンランドの２ヶ国が低下、ドイツ、フランス、アイルランドなどが横ばい。 

・ 景気が再び後退に転じたスペインの失業率の上昇に歯止めが掛からない。それ以上のペースで悪化が

進むのがギリシャ、ポルトガル、キプロス。財政緊縮を強化したイタリアも半年で１％ポイント悪化

し、2001年来の水準に上昇。一方、ドイツは東西統一後で最低水準で推移。３月29日に発表された３

月のドイツの失業率（ユーロ圏全体の計数とは基準が異なる）は前月から0.1％ポイント低下した。 

・ 同日発表の３月のユーロ圏のＰＭＩ製造業指数の確報値は速報段階と不変の47.7。８ヶ月連続で業況

判断の分岐点である50以下を記録し、１・２月に緩和した悪化ペースが再び加速した。財政緊縮を強

化する南欧諸国に加えて、ドイツやフランスなど中核国の景気にも翳りが見られる。遅行指標である

失業率は今後も上昇を続け、年央頃までに11％台を突破する公算が大きい。 

■ユーロ圏：失業率と失業者数 ■ユーロ圏：主要国の失業率

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の失業率（統一基準、季調値）

2011 2012
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

ユーロ圏・失業率 10.0 10.0 10.1 10.2 10.3 10.4 10.5 10.6 10.7 10.8
失業者数（前月差、千人） 104 58 161 82 234 179 225 112 179 162
就業者数（前月差、千人） -644 522 -131 -827 511 23 411 -554 13 -131
労働力人口（前月差、千人） -540 580 30 -745 745 202 636 -442 192 31

ドイツ・失業率 6.0 5.9 5.9 5.8 5.8 5.7 5.7 5.7 5.7 5.7
フランス・失業率 9.6 9.6 9.7 9.7 9.7 9.8 9.8 9.9 10.0 10.0
スペイン・失業率 20.9 21.2 21.7 22.0 22.4 22.7 22.9 23.0 23.3 23.6

注：労働力人口と就業者数は公表数値を基に筆者が計算。季節調整や小数点桁数の関係で正確な数値ではない。
出所：Eurostat  


